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第
10
回 

通
常
総
代
会
開
催

令
和
７
年
度
事
業
報
告
並
び
に

令
和
８
年
度
事
業
計
画
が
承
認
さ
れ
ま
し
た

　
令
和
８
年
６
月
23
日
、
松
本
市「
浅
間
温
泉
文
化
セ
ン
タ
ー
」で
第
10
回

通
常
総
代
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
総
代
総
数
１
２
５
人
中
、
本
人
出
席
47
人
、
書
面
出
席
78
人
、
合
計
１

２
５
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

　
議
長
に
は
長
野
市
の
伊
藤
一
生
総
代
が
選
任
さ
れ
、
提
出
し
た
13
議
案

に
つ
い
て
慎
重
審
議
し
て
い
た
だ
き
、
す
べ
て
原
案
ど
お
り
可
決
・
承
認

さ
れ
ま
し
た
。

　

総
代
会
後
の
役
員
互
選
会
に
お
い
て
組
合
長
理
事
に
羽
田
健
一
郎
氏
、

副
組
合
長
理
事
に
湯
本
隆
英
氏
、
吉
田
浩
之
氏
、
中
山
栄
樹
氏
、
常
務
理

事
に
宮
澤
哲
弘
氏
、
代
表
監
事
に
高
橋
佐
智
子
氏
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

●
第
１
号
議
案	

令
和
７
年
度
事
業
報
告
書
、
財
産
目
録
、
貸
借
対
照
表
、
損
益

計
算
書
並
び
に
剰
余
金
処
分
案
及
び
不
足
金
処
理
案
に
つ
い
て

●
第
２
号
議
案	

令
和
８
年
度
事
業
計
画
及
び
収
支
予
算
案
に
つ
い
て

●
第
３
号
議
案	

令
和
８
年
度
事
務
費
の
賦
課
及
び
徴
収
方
法
に
つ
い
て

●
第
４
号
議
案	

役
員
、
損
害
評
価
会
委
員
、
損
害
評
価
員
及
び
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
部

長
報
酬
に
つ
い
て

●
第
５
号
議
案	

役
員
退
任
慰
労
金
に
つ
い
て

●
第
６
号
議
案	

余
裕
金
預
け
入
先
金
融
機
関
に
つ
い
て

●
第
７
号
議
案	

借
入
金
最
高
限
度
額
及
び
借
入
条
件
に
つ
い
て

●
第
８
号
議
案	

理
事
、
監
事
の
選
任
に
つ
い
て

●
第
９
号
議
案	

損
害
評
価
会
委
員
の
選
任
に
つ
い
て

●
第
10
号
議
案	

家
畜
診
療
所
運
営
委
員
の
選
任
に
つ
い
て

●
第
11
号
議
案	

長
野
県
農
業
共
済
組
合
事
業
規
程
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

●
第
12
号
議
案	

農
作
物
共
済
危
険
段
階
別
共
済
掛
金
率
の
設
定
に
つ
い
て

●
第
13
号
議
案	

園
芸
施
設
共
済
危
険
段
階
別
共
済
掛
金
率
の
設
定
に
つ
い
て

●
付
帯
決
議

　農業保険事業の普及、事業推進等に関して長年に亘り尽力され、本年度栄えある組合長表彰を受賞された方は次のとおりです。
令和8年度 長野県農業共済組合 役員等表彰者（敬称略）
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司

千 

曲 

市	

栗
原 

正
明

■
損
害
評
価
会
委
員

佐 

久 

市	

井
出 

正
一

佐 

久 

市	

小
林 

重
弘

佐 

久 

市	

上
野 

展
浩

立 

科 

町	

笹
井 

孝
一

立 

科 

町	

村
田 

正
志

立 

科 

町	

鷹
野

 

強

上 

田 

市	

鈴
木 

三
千
夫

上 

田 

市	

土
屋 

修
一

東 

御 

市	

関

 

和
茂

東 

御 

市	

白
倉 

卓
馬

東 

御 

市	

掛
川 

久
善

青 

木 

村	

花
見 

東
洋
一

青 

木 

村	

沓
掛 

和
訓

長 

和 

町	

五
十
嵐 

冨
士
雄

長 

和 

町	

吉
見 

雅
史
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仁
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田
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庸
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損
害
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価
員

上 
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市	

髙
田 

正
英
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和 
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羽
田

 

晃

長 
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町	

清
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文
夫

長 

和 

町	

小
池 

隆
吉

大 
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市	

北
澤 

豊
繁

大 

町 
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宮
澤

 

清

大 

町 

市	

北
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孝
一

大 

町 

市	

荒
井 

道
代

大 

町 

市	

降
旗 

定
義

大 

町 

市	

布
施 

隆
太
郎

大 

町 

市	

大
西 

勝
則

大 

町 

市	

矢
口 

昭
二

大 

町 

市	

髙
橋 

政
文

池 

田 

町	

中
澤 

孝
幸

池 

田 

町	

藤
松

 

守

池 

田 

町	

丸
山 

得
夫

池 

田 

町	

倉
科 

吉
樹

池 

田 

町	

小
林 

保
博

小 

谷 

村	

沢
渡

 

博

小 

谷 

村	

吉
川 

廣
志

■
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
部
長

佐
久
穂
町	

大
塚

 

力

佐
久
穂
町	

小
澤 

真
一

佐
久
穂
町	

篠
原 

文
雄

佐
久
穂
町	

大
工
原 

善
人

可
決
・
承
認
さ
れ
た
議
案

白
鳥 

孝（
副
組
合
長
理
事
）

中
村 

光
男（
常
務
理
事
）

佐
伯 

幸
比
古（
理
事
）

退
任
役
員

新
役
員

紹
介

羽
田 

健
一
郎（
再
任
）

組
合
長
理
事（
長
和
町
）

中
山 

栄
樹（
新
任
）

副
組
合
長
理
事（
安
曇
野
市
）

浅
田 

み
さ
子（
新
任
）

理
事（
佐
久
市
）

高
橋 

佐
智
子（
新
任
）

代
表
監
事（
長
野
市
）

木
下 

強（
新
任
）

理
事（
原
村
）

田
中 

悦
郎（
新
任
）

理
事（
松
本
市
）

湯
本 

隆
英（
再
任
）

副
組
合
長
理
事（
中
野
市
）

関
口 

博
文（
新
任
）

監
事（
大
町
市
）

両
角 

正
芳（
再
任
）

理
事（
立
科
町
）

越
原 

道
廣（
再
任
）

理
事（
王
滝
村
）

藤
沢 

勉（
新
任
）

理
事（
高
山
村
）

石
井 

千
春（
新
任
）

監
事（
上
田
市
）

佐
々
木 

勝（
再
任
）

理
事（
佐
久
穂
町
）

髙
田 

清
人（
新
任
）

理
事（
飯
田
市
）

曽
根 

信
一（
新
任
）

理
事（
長
野
市
）

吉
田 

浩
之（
新
任
）

副
組
合
長
理
事（
伊
那
市
）

中
塚 

藤
男（
新
任
）

理
事（
宮
田
村
）

中
村 

義
明（
新
任
）

理
事（
小
谷
村
）

宮
澤 

哲
弘（
新
任
）

常
務
理
事（
長
野
市
）

任
期
：

令
和
８
年
７
月
１
日
～

令
和
11
年
６
月
30
日

米
山 

清
比
古（
理
事
）

松
下 

敏
章（
理
事
）

小
林 

弘
也（
理
事
）

河
野 

秀
夫（
理
事
）

平
林 
明
人（
理
事
）

青
木 
保（
理
事
）

神
林 

利
彦（
理
事
）

井
原 

正
人（
代
表
監
事
）

田
中 

一
盛（
監
事
）
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《費用》《収益》

（単位：円）

合計
4,949,573,843

（単位：円）

合計
4,949,573,843

その他業務収入
657,364,160

賦課金
79,712,249

当期剰余金
170,874,800

掛金・交付金
1,801,216,800

その他事業収入
1,041,771,160

国等からの
受取補助金
1,105,259,671

家畜診療の収入
115,085,339

保険金
149,164,464

国等への保険料
358,222,412

家畜診療所運営費
190,776,939

支払共済金
（農機具更新共済
 満期金を含む）
1,177,462,760

その他事業支出
820,662,000

組合運営費
2,231,574,932

令和7年度 事業報告と決算報告
農
業
共
済　
総
共
済
金
額（
補
償
額
）１
兆
１
︐８
３
０
億
円

収
入
保
険　
４
︐０
４
９
経
営
体  

補
償
額
５
７
５
億
６
９
６
万
円

　
令
和
５
年
度
か
ら
継
続
す
る
「
未
来
に
つ
な

ぐ
」
サ
ポ
ー
ト
運
動
が
３
年
目
を
迎
え
る
中
、

こ
れ
ま
で
の
実
績
検
証
を
基
に
、
運
動
後
半
に

向
け
た
取
り
組
み
を
さ
ら
に
加
速
さ
せ
ま
し
た
。

　
農
業
経
営
の
基
幹
的
な
支
え
で
あ
る
農
業
保

険
を
生
産
現
場
へ
よ
り
深
く
浸
透
さ
せ
る
た
め
、

収
入
保
険
と
園
芸
施
設
共
済
を
重
点
事
業
と
し

て
位
置
づ
け
、
全
戸
推
進
を
軸
と
し
た
加
入
推

進
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
特
に
園
芸
施
設
共
済

に
お
い
て
は
、
集
団
加
入
に
よ
る
掛
金
等
の
割

引
等
を
積
極
的
に
Ｐ
Ｒ
す
る
と
と
も
に
、
関
係

機
関
と
の
連
携
を
図
り
な
が
ら
加
入
推
進
を
展

開
し
ま
し
た
。
農
業
共
済
の
総
共
済
金
額
は
１

兆
１
︐８
３
０
億
円（
前
年
比
98
・
０
％
）、
収
入

保
険
は
４
︐０
４
９
経
営
体
（
前
年
比
１
０
３
・

３
％
）、
補
償
額
５
７
５
億
６
９
６
万
円（
前
年

比
１
０
５
・
７
％
）と
な
り
ま
し
た
。

　
被
害
関
係
は
農
作
物
・
畑
作
物
で
獣
害
の
ほ

か
、
水
稲
で
病
害
、
麦
で
土
壌
湿
潤
害
、
大
豆

で
干
害
、
そ
ば
で
土
壌
湿
潤
害
が
発
生
、
果
樹

で
ひ
ょ
う
害
の
ほ
か
、
凍
霜
害
、
雨
害
湿
潤
害

が
発
生
し
ま
し
た
。
園
芸
施
設
で
風
害
、
雪
害
、

建
物
で
火
災
、
雪
害
、
水
道
管
凍
結
等
が
あ
り

ま
し
た
。
こ
れ
に
対
し
、
適
正
評
価
、
共
済
金

の
早
期
支
払
い
に
努
め
、
任
意
共
済
を
除
く
支

払
共
済
金
は
６
億
１
︐５
６
７
万
円
（
前
年
比

93
・
６
％
）、
任
意
共
済
を
含
め
た
支
払
共
済
金

総
額
は
11
億
１
︐８
３
０
万
円
（
前
年
比
１
１

２
・
１
％
（
農
機
具
更
新
共
済
満
期
除
く
））
と

な
り
ま
し
た
。

共済目的 引受数量 共済金額（千円） 農家負担掛金（円） 支払共済金（円）

制　
度

農 作 物 17,033ha 15,931,194 15,021,177 32,213,009
家 畜 71,157 頭 8,521,015 217,398,713 439,631,727
果 樹 759ha 2,920,243 61,772,253 58,047,605

畑作物 大豆 そば 1,422ha
405,919 6,934,161 29,263,163蚕 繭 14 箱

園 芸 施 設 17,618 棟 15,215,733 72,526,704 56,514,747
小 計 ― 42,994,104 373,653,008 615,670,251

任　
意

建 物 92,653 棟 1,121,245,080 625,167,037 450,400,526

農機具 損 害 6,384 台 18,448,710 55,026,314 52,230,656
更 新 143 台 311,620 40,161,824 0

保管中農産物補償 29 口 29,000 126,350 0
小 計 ― 1,140,034,410 720,481,525 502,631,182
合　　　　計 ― 1,183,028,514 1,094,134,533 1,118,301,433

収入保険
加入経営体数 補償金額（千円） 保険金額（千円） 補塡対象金額（千円）

4,049件 57,506,964 51,090,256 6,416,708

令和7年度 事業報告

収益と事業の状況（令和7年4月1日から令和8年3月31日まで）

（注）ラウンドのため小計・計は一致しない場合がある。※保険金額は保険方式部分、補塡対象金額は積立方式部分
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友
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《支出》

2,373,307
合計

《収入》

（単位：千円）

その他の支出 133,185

損害防止費 28,871
引当金・準備金繰入 5

損害評価費 10,263

施設費（光熱・リース料・保守・維持費等）
214,717

普及推進費（事業奨励・広報）
148,088

業務費（報酬・システム委託等）
198,951

事務費（通信・印刷・消耗品等）
125,080

人件費 1,514,147

その他の収入 18,437

事業勘定受入（任意共済事務費）
404,428

業務雑収入（賃貸収入等） 28,460
引当金・準備金戻入 309,426

受取利息 239,110

収入保険受託収入 183,433

賦課金 79,511

受取補助金
（事務費・奨励補助金）
1,110,502

前年度繰越金 0

　
我
が
国
の
農
業
・
農
村
は
、
国
際
情
勢
を
始
め
と
す
る
社
会
経
済
情
勢
の

変
化
に
伴
う
生
産
資
材
の
価
格
高
騰
や
供
給
不
安
に
加
え
、
高
齢
化
に
よ
る

担
い
手
不
足
な
ど
の
深
刻
な
リ
ス
ク
に
直
面
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
気
候

変
動
に
よ
り
異
常
気
象
が
常
態
化
し
、
各
地
で
甚
大
な
被
害
が
発
生
す
る
な

ど
、
気
象
リ
ス
ク
も
一
段
と
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
に
対
し
政
府
は
、
農
業
の
持
続
的
な
発
展
を
通
じ
た
食
料
安
全
保
障

の
実
現
に
向
け
、
令
和
７
年
４
月
に
策
定
し
た
新
た
な
「
食
料
・
農
業
・
農

村
基
本
計
画
」
に
基
づ
き
、
初
動
の
５
年
間
で
農
業
の
構
造
転
換
を
集
中
的

に
推
し
進
め
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
計
画
に
お
い
て
農
業
保
険
は
、
最
近
の
災
害
に
お
け
る
農
業
経
営
へ

の
影
響
や
農
業
保
険
の
利
点
を
発
信
し
て
普
及
促
進
を
図
る
と
さ
れ
、
特
に

価
格
下
落
等
の
幅
広
い
リ
ス
ク
に
対
応
す
る
収
入
保
険
に
つ
い
て
は
、
制
度

の
持
続
性
を
確
保
し
つ
つ
加
入
推
進
を
重
点
的
に
実
施
す
る
方
針
が
示
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
令
和
８
年
度
に
お
い
て
は
、収
入
保
険
で
４
，１
５
１
経
営
体
、補
償
金
額

５
９
１
億
円
を
加
入
目
標
に
掲
げ
、
農
業
共
済
制
度
で
は
、
補
償
額
で
あ
る

共
済
金
額
１
兆
１
，５
９
１
億
円
を
計
画
と
し
ま
し
た
。

　
当
組
合
は
、
各
地
域
の
特
性
を
踏
ま
え
た
加
入
推
進
を
通
じ
て
、
農
業
経

営
の
基
幹
的
な
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
で
あ
る
農
業
保
険
を
生
産
現
場
へ
よ

り
深
く
浸
透
さ
せ
、
す
べ
て
の
農
業
者
に
提
供
す
る
こ
と
を
目
指
し
ま
す
。

　
令
和
５
年
度
か
ら
展
開
し
て
い
る
「
未
来
へ
つ
な
ぐ
サ
ポ
ー
ト
運
動
」
も

４
年
目
に
入
り
、
こ
れ
ま
で
の
実
績
を
検
証
し
、
そ
の
結
果
を
踏
ま
え
、
運

動
後
半
に
向
け
て
組
織
を
挙
げ
て
さ
ら
に
積
極
的
に
次
の
事
項
に
取
り
組
む

も
の
と
し
ま
す
。

⑴ 

総
合
性
・
地
域
性
を
踏
ま
え
た
農
業
保
険
の
加
入
推
進

⑵ 

人
材
育
成
と
役
職
員
の
資
質
向
上

⑶ 

事
業
運
営
基
盤
の
強
化

⑷ 

広
報
・
広
聴
活
動
の
強
化

農
業
保
険
を
生
産
現
場
へ
よ
り
深
く
浸
透
さ
せ
、

農
業
保
険
を
全
て
の
農
業
者
に

令和8年度 事業計画と収支予算

令和8年度 業務収支予算
（令和8年4月1日～令和9年3月31日）
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収入保険 経営体数（件） 個人（件） 法人（件）

合　　計 4,151 3,838 313

農作物
水 稲 ａ 1,593,494 15,389,071

麦 ａ 114,022 331,853
合 計 ａ 1,707,516 15,720,924

家畜

死
亡
廃
用
共
済

搾 乳 牛 頭 10,119 1,513,351
繁殖用雌牛 頭 2,144 546,118
育 成 乳 牛 頭 4,590 517,039
育成肥育牛 頭 16,159 5,033,089
繁殖用雌馬 頭 24 4,535
育成肥育馬 頭 13 3,792
種 豚 頭 1,878 123,348
肉 豚 頭 14,563 197,997
種 雄 牛 頭 4 2,080
種 雄 馬 頭 6 1,436
小 計 頭 49,500 7,942,785

疾
病
傷
害
共
済

乳 用 牛 頭 10,525 383,767
肉 用 牛 頭 11,464 163,153
一 般 馬 頭 37 510
種 豚 頭 0 0
種 雄 牛 頭 4 178
種 雄 馬 頭 6 101
小 計 頭 22,036 547,709

合 計 頭 71,536 8,490,494

果樹

り ん ご a 52,887 1,694,878
ぶ ど う a 8,256 597,651
な し a 5,724 313,263
も も a 4,891 195,871
か き a 1,660 24,360
す も も a 431 24,072
合 計 a 73,849 2,850,095

共済目的等 引受本年度計画 共済金額（千円）

建　物
総 合 共 済 棟 15,529 155,261,573
火 災 共 済 棟 75,132 940,802,963
小 　 　 計 90,661 1,096,064,536

農機具
損 害 共 済 台 6,710 19,389,592
更 新 共 済 台 120 249,790
小 計 6,830 19,639,382

保 管 中 農 産 物 補 償 共 済 口 29 29,000

総 合 計 — 1,159,111,261

任 意 共 済 合 計 — 1,115,732,918

畑作物

大 豆 ａ 85,259 282,514
そ ば ａ 56,163 124,248

蚕　
　
繭

春 蚕 繭 箱 4.00 230
初 秋 蚕 繭 箱 0.00 0
晩 秋 蚕 繭 箱 3.75 320

計 箱 7.75 550
合 計 — 407,312

園芸
施設

ガ ラ ス 室 Ⅱ類 棟 188 1,191,034

プラスチック
ハ ウ ス

Ⅰ類 棟 2 8,041
Ⅱ類 棟 15,649 9,160,909
Ⅲ類 棟 225 649,150

Ⅳ類
甲 棟 258 1,531,254
乙 棟 261 1,926,013

Ⅴ類 棟 144 495,506
Ⅵ類 棟 1,389 947,612

合 計 棟 18,116 15,909,519

制 度 共 済 合 計 — 43,378,342
（注）ラウンドのため小計・計は一致しない場合がある。

共済目的等 引受本年度計画 共済金額（千円）

（2） 任意共済事業の引受計画
共済目的等 引受本年度計画 共済金額（千円）

（1） 制度共済事業の引受計画
1. 農業共済事業

2. 収入保険事業

令和8年度 事業計画（引受計画と補償額）

収入保険の引受計画

令和8年度目標 農業共済事業	 1兆1,591億円
収入保険事業	 4,151経営体
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元
々
は
両
親
が
兼
業
農
家
を
営
ん

で
お
り
、
幼
少
期
か
ら
手
伝
い
は
し

て
き
ま
し
た
が
、
正
式
に
農
業
を
志

し
た
の
は
大
学
生
の
時
で
す
。
地
域

経
済
学
を
専
攻
し
て
い
た
と
き
に
農

業
に
触
れ
る
き
っ
か
け
が
あ
り
、「
面

白
い
、
農
業
を
や
り
た
い
、
地
域
に

貢
献
し
た
い
」
と
い
っ
た
気
持
ち
が

芽
生
え
、
就
農
を
決
意
し

ま
し
た
。
今
年
で
８
年
目

を
迎
え
、
現
在
は
両
親
と

と
も
に
３
人
で
リ
ン
ゴ
70

㌃
、
モ
モ
80
㌃
を
栽
培
し

て
い
ま
す
。

　
繁
忙
期
に
は
ア
プ
リ
を

使
っ
て
ア
ル
バ
イ
ト
を
集

め
て
い
ま
す
が
、
農
作
業

の
や
り
方
を
１
か
ら
教
え

る
の
は
ハ
ー
ド
ル
が
高
く
、

「
農
業
は
難
し
い
」と
思
わ

れ
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
る

と
感
じ
て
い
ま
す
。
そ
れ

こ
そ
が
新
規
就
農
者
が
増

え
な
い
理
由
の
１
つ
だ
と

思
っ
て
い
ま
す
。
だ
か
ら

こ
そ
、
若
い
時
か
ら
思
い

描
い
て
い
る
「
誰
で
も
親

し
み
や
す
い
分
か
り
や
す
く
簡
単
な

農
業
」
を
目
指
し
て
い
き
た
い
で
す
。

　
今
後
は
、
法
人
化
を
視
野
に
入
れ
、

里
親
制
度
以
外
の
新
規
就
農
者
の
受

け
皿
に
な
れ
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

農
業
へ
の
入
り
口
の
選
択
肢
が
増
え

る
こ
と
で
、
少
し
で
も
新
規
就
農
者

が
増
え
て
く
れ
た
ら
う
れ
し
い
で
す
。

　

青
木
村
で
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
12
㌃
、

ブ
ド
ウ
３
㌃
を
栽
培
し
て
い
ま
す
。

　

就
農
の
き
っ
か
け
は
意
外
に
も

「
野
菜
嫌
い
」
だ
っ
た
こ
と
で
し
た
。

健
康
面
で
こ
の
ま
ま
で
は
い
け
な
い

と
感
じ
、「
農
業
で
実
際
に
野
菜
に
触

れ
れ
ば
好
き
に
な
る
の
で
は
」
と
考

え
、
高
校
卒
業
後
に
川
上
村
の
レ
タ

ス
農
家
で
ア
ル
バ
イ
ト
を
始
め
ま
し

た
。
そ
こ
で
出
会
っ
た
農
家
の
方
々

の
働
く
姿
に
憧
れ
を
抱
き
、
24
歳
で

就
農
し
ま
し
た
。

　
実
際
に
始
め
る
と
、
自
然
災
害
や

作
物
の
病
気
、
灌
水
施
設
の
ト
ラ
ブ

ル
な
ど
苦
労
も
多
く
、
農
業
の
大
変

さ
を
日
々
実
感
し
て
い
ま
す
。
現
在
、

竹
を
チ
ッ
プ
状
に
裁
断
し
た
「
竹
チ

ッ
プ
」
を
栽
培
に
活
用
し
て
お
り
、

竹
に
含
ま
れ
る
ケ
イ
酸
に
よ
っ
て
病

気
に
強
く
、
丈
夫
で
倒
れ
に
く
い
ア

ス
パ
ラ
ガ
ス
作
り
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
ま
た
、
草
取
り
の
手
間
が
減

り
、
土
壌
環
境
の
改
善
に
も
役
立
っ

て
お
り
、
そ
の
効
果
を
実
感
し
て
い

ま
す
。

　
現
在
は
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
を
主
体
に

栽
培
し
て
い
ま
す
が
、
今
後
は
夫
婦

で
ブ
ド
ウ
と
の
二
本
柱
で
経
営
を
発

展
さ
せ
て
い
く
こ
と
が
夢
で
す
。
さ

ら
に
将
来
的
に
は
観
光
農
園
に
も
挑

戦
し
た
い
で
す
。

武た
け
だ田 

幸こ
う
じ二

さ
ん（
33
歳
）

勇ゆ
か
り
え
ん

華
里
園  

代
表  

嶋し
ま
づ津 

勇ゆ
う
き輝

さ
ん（
27
歳
）

誰でも農業に親しめる
環境づくりを目指して

竹チップを活用した
アスパラガス栽培

長野市

青木村
竹チップを撒いている嶋津さん

収穫したアスパラガス

農
業
者
か
ら
の

メ
ッ
セ
ー
ジ

真剣な眼差しで摘果に励む武田さん
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㈱
Ｊ
Ａ
菜
園
は
２
０
０
８
年
５
月

に
設
立
さ
れ
、
伊
那
西
部
地
区
の
広

大
な
畑
作
地
帯
で
農
業
振
興
を
担
い
、

地
域
農
業
の
発
展
や
イ
ン
タ
ー
ン
生

の
受
け
入
れ
も
積
極
的
に
行
い
、
次

世
代
農
業
者
の
育
成
に
力
を
入
れ
て

い
ま
す
。

　
農
地
面
積
は
19
㌶
で
１
０
６
棟
の

ハ
ウ
ス
で
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
、
露
地
で

は
白
ネ
ギ
・
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
を
中
心

に
小
麦
な
ど
畑
作
物
の
栽
培
を
役
員

や
社
員
・
臨
時
雇
用
な
ど
を
含
む
18

名
で
管
理
し
、
日
々
の
農
地
管
理
や

収
穫
作
業
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

作
業
の
効
率
化
の
た
め
、
ア
ス
パ
ラ

ガ
ス
で
は
産
官
学
連
携
で
自
動
収
穫

機
の
試
験
運
用
な
ど
ス
マ
ー
ト
農
業

も
積
極
的
に
取
り
組
み
、
省
力
化
や

労
力
軽
減
を
図
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　
Ｊ
Ａ
上
伊
那
が
主
催
す
る
「
あ
ぐ

り
ス
ク
ー
ル
」
に
も
協
力
し
て
お
り
、

小
学
生
に
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
の
植
え
付

け
な
ど
の
体
験
の
場
や
採
れ
た
て
の

ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
を
提
供
し
ま
し
た
。

　
近
年
は
肥
料
や
資
材
の
価
格
の
高

騰
に
よ
り
生
産
費
の
増
大
が
大
き
な

課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
農
業
は

地
域
に
欠
か
せ
な
い
産
業
で
す
。
こ

れ
か
ら
も
社
員
一
丸
と
な
っ
て
、
地

域
農
業
の
維
持
と
発
展
に
努
め
て
い

き
た
い
で
す
。

　　
安
曇
野
市
豊
科
で
、
大
正
時
代
か

ら
続
く
ワ
サ
ビ
農
園
の
６
代
目
を
継

ぎ
ま
し
た
。
定
年
ま
で
教
員
を
勤
め

た
後
、
現
在
は
息
子
と
従
業
員
５
人

と
と
も
に
、
ワ
サ
ビ
67
㌃
、
水
稲
97

㌃
を
栽
培
し
て
い
ま
す
。

　
父
の
代
か
ら
通
年
出
荷
で
き
る
ワ

サ
ビ
の
栽
培
形
態
を
確
立
し
、
従
業

員
の
年
間
雇
用
を
維
持
し
て
い
ま
す
。

ワ
サ
ビ
栽
培
に
は
き
れ
い
な
水
と
土

が
欠
か
せ
ず
、
大
型
機
械
を
使
え
な

い
た
め
、
手
作
業
が
中
心
で
す
。
作

業
量
は
多
い
で
す
が
、
同
時
期
に
就

農
し
た
息
子
が
従
業
員
か
ら
営
農
技

術
を
学
ん
で
お
り
、
と
て
も
心
強
く

感
じ
て
い
ま
す
。

　
一
方
で
、
地
域
の
ワ
サ
ビ
畑
が
荒

れ
て
い
く
現
状
に
危
機
感
を
抱
き
、

知
人
が
発
起
し
た
荒
廃
農
地
の
再
生

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
一
員
と
し
て
、
賛

同
者
18
名
と
と
も
に
活
動
し
て
い
ま

す
。
荒
廃
し
た
ワ
サ
ビ
畑
を
１
年
半

か
け
て
手
作
業
で
整
備
し
、
今
年
の

４
月
に
は
つ
い
に
植
え
付
け
を
行
う

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今
後
は
障
が

い
者
が
自
立
し
て
稼
ぎ
、
生
き
が
い

を
得
ら
れ
る
就
労
の
場
と
し
て
の
役

割
も
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

　
ま
た
、
近
年
で
は
、
温
暖
化
で
ワ

サ
ビ
も
露
地
栽
培
が
難
し
く
な
っ
て

い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
環
境
下
で
も
、

次
世
代
が
営
農
で
き
る
環
境
づ
く
り

と
、
未
来
の
ワ
サ
ビ
に
つ
な
が
る
持

続
可
能
な
農
業
に
挑
戦
し
て
い
き
ま

す
。

次世代へつなぐ地域農業

庄し
ょ
う
な
い
わ
さ
び
の
う
え
ん

内
山
葵
農
園

丸ま
る
や
ま山 

貴た
か
こ子

さ
ん（
63
歳
）

㈱
Ｊ
Ａ
菜
園  

取
締
役
農
場
長　

堀ほ
り
う
ち内 

実み
の
る

さ
ん（
60
歳
）

次世代につなぐ
伝統ワサビ栽培

安曇野市
ワサビを使った120種類以上のレシピを考案しました

新鮮なイモ(根)と茎を
出荷しています

堀内農場長（前列左から３番目）と従業員のみなさん

収穫を迎えるブロッコリー

伊那市

NOSAIながの7
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●	

全
品
目
に
共
通
し
て
重
要
な
の
は
、
か
ん
水
で

す
。
土
壌
や
水
分
状
態
を
見
極
め
て
、
か
ん
水

を
実
施
し
て
く
だ
さ
い
。

●	

日
焼
け
果
の
発
生

や
、
樹
体
の
日
焼

け
に
よ
る
品
質
低

下
も
近
年
の
課
題

で
す
。
品
目
ご
と

に
異
な
る
対
策
情

報
に
留
意
し
、
適

期
の
対
応
を
。

酷暑への対策を万全に
この夏も、危険な暑さへの警戒が必要となっています。

農作物や家畜を守るための管理ポイントを抑えておきましょう。

詳細情報はこちら
長野県ホームページ「災害等に係る技術対策について」
＊高温対策を含め、過去に発出した技術対策はここから

ダウンロード可能

県農業技術課発信のメールマガジンに登録を
「チェック！ながの県農業サポートメール」
＊メルマガの登録はこちらのQRコードから

熱
中
症
対
策
関
連
情
報
が
満
載
の

農
林
水
産
省「
熱
中
症
対
策
ペ
ー
ジ
」も
要
チ
ェ
ッ
ク

　
近
年
、
農
作
業
中
の
熱
中
症
に
よ
る
死
亡
者
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

熱
中
症
の
リ
ス
ク
を
判
断
す
る「
暑
さ
指
数
」に
注
意
し
、
無
理
の
な

い
安
全
な
作
業
を
心
が
け
て
く
だ
さ
い
。

＊「
暑
さ
指
数
」は
熱
中
症
予
防
を
目
的
と
し
た
指
標
。
環
境
省
Ｈ
Ｐ「
熱
中
症

予
防
サ
イ
ト
」で
確
認
で
き
ま
す
。

農
作
業
中
の
熱
中
症
対
策
も
し
っ
か
り
と

熱
中
症
予
防
の
ポ
イ
ン
ト

◎
炎
天
下
で
の
長
時
間
作
業
は
控
え
、
日
除
け
対
策
を
す
る
。

◎
こ
ま
め
な
水
分
・
塩
分
補
給
と
休
息
の
確
保
。

◎
体
調
が
す
ぐ
れ
な
い
と
き
は
速
や
か
に
作
業
を
中
止
。

◎
さ
ま
ざ
ま
な
熱
中
症
対
策
ア
イ
テ
ム
の
活
用
。

●	

人
が
暑
い
と
感
じ
る
よ
り
も
早
い
段

階
で
、
動
物
た
ち
は
暑
さ
を
感
じ
て

い
ま
す
。
基
本
的
な
対
策
は
、
人
間

の
熱
中
症
対
策
と
同
様
で
す
。
早
め

に
対
策
を
始
め
ま
し
ょ
う
。

●	
畜
舎
を
開
放
し
て
風
通
し
を
良
く
し
、

舎
内
の
温
度
ム
ラ
に
気
を
つ
け
ま
し

ょ
う
。

●	

屋
根
へ
の
散
水
や
消
石
灰
な
ど
の
塗

布
は
、
舎
内
温
度
の
低
下
に
効
果
が

あ
り
ま
す
。

●	

細
霧
冷
房
は
有
効
で
す
が
、
家
畜
や

畜
舎
に
じ
か
に
水
が
か
か
る
と
、
衛

生
上
の
問
題
が
発
生
す
る
可
能
性
が

あ
り
ま
す
。
要
注
意
で
す
。

●	

酪
農
に
お
け
る
食
欲
低
下
は
搾
乳
量

減
少
の
一
因
に
。
採
食
時
間
を
涼
し

い
時
間
帯
に
移
す
、
嗜
好
性
・
栄
養

価
の
高
い
も
の
を
与
え
る
な
ど
の
対

策
を
。

●	

大
前
提
と
し
て
、
日
中
高
温
時
の
か

ん
水
は
避
け
る
こ
と
。
水
分
に
よ
っ

て
熱
が
伝
わ
り
や
す
く
な
り
、
根
に

悪
影
響
を
及
ぼ
し
て
生
育
を
妨
げ
て

し
ま
い
ま
す
。

●	

施
設
栽
培
の
場
合
、
品
目
に
合
っ
た

遮
光
が
必
要
で
す
。
遮
光
資
材
な
ど

を
適
切
に
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

●	

換
気
を
徹
底
し
て
、
品
目
・
生
育
状

況
に
適
し
た
温
度
管
理
を
心
が
け
ま

し
ょ
う
。

●	

高
温
化
で
生
育
が
進
み
や
す
く
、
作
業
も
前
倒

し
の
傾
向
に
。
稲
の
生
育
の
様
子
を
し
っ
か
り

観
察
し
、
追
肥
や
防
除
、
収
穫
等
各
作
業
の
適

期
を
見
極
め
、
遅
れ
な
い
よ
う
に
作
業
し
ま
し

ょ
う
。

●	
日
中
に
葉
が
ロ
ー
ル
す
る
状
態
は
減
収
を
招
き
、

胴
割
粒
・
白
未
熟
粒
な
ど
の
品
質
低
下
に
つ
な

が
る
た
め
注
意
が
必
要
で
す
。

●	

斑
点
米
の
原
因
と
な
る
カ
メ
ム
シ
類
対
策
と
し

て
、
早
め
の
畔
草
刈
り
が
肝
心
。
出
穂
期
の
畔

草
刈
り
は
、
水
田
へ
の
カ
メ
ム
シ
侵
入
に
つ
な

が
り
ま
す
。
地
域
全
体
で
早
期
の
退
治
を
。

●	

干
害
防
止
の
た
め
に
か
ん
水
を
。

●	

温
暖
化
で
カ
メ
ム
シ
被
害
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

対
応
農
薬
の
散
布
は
２
回
。開
花
後
約
14
～
20

日
、
約
24
～
30
日
が
目
安
で
す
。

＊	

開
花
日
：
全
株
の
半
数
が「
開か
い
か
は
じ
め

花
始
」に
達
し
た
状
態
。

事
故
発
生
通
知

　
本
年
も
高
温
に
よ
る
自
然

災
害
な
ど
が
心
配
さ
れ
ま
す
。

　
自
然
災
害
の
ほ
か
、
価
格

低
下
、
ケ
ガ
や
病
気
な
ど
の

影
響
に
よ
り
、
品
目
ご
と
、

農
業
収
入
が
１
割
以
上
の
減

少
が
見
込
ま
れ
る
場
合
は
、

速
や
か
に
ご
連
絡
を
お
願
い

し
ま
す
。

営
農
計
画
変
更
通
知

　
作
付
け
す
る
農
産
物
の
種

類
や
栽
培
面
積
の
変
更
な
ど
、

営
農
計
画
を
変
更
を
す
る
場

合
は
、
作
付
け
後
１
か
月
以

内
に
ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま

す
。

　
営
農
計
画
変
更
に
よ
っ
て

生
じ
た
保
険
料
等
の
差
額
は

精
算
い
た
し
ま
す
。

営農計画変更の通知 事故発生の通知

自然災害や病虫害、価格低下
等による収入減少。

ケガや病気により営農ができ
なくなる収入減少。

NOSAI長野
公式LINE

作付け後1ヵ月以内 現地確認等で被害を確認できる期間内

作物の変更

作付面積
の変更

　
水
稲
共
済
に
加
入
い
た
だ
い
て
い
る
皆
さ
ま
に
お
知
ら
せ
で
す
。

　
昨
年
ま
で
は
す
べ
て
の
加
入
者
に
被
害
申
告
書
を
お
送
り
し
て
い

ま
し
た
が
、
令
和
８
年
産
よ
り
電
話
等
で
被
害
発
生
の
連
絡
を
い
た

だ
い
た
方
の
み
に
被
害
申
告
書
を
お
送
り
す
る
方
法
に
変
更
し
ま
す
。

水
稲
共
済
の
被
害
申
告
の
方
法
が

変
更
さ
れ
ま
す

加入明細を郵送します。6月下旬～
作付情報に間違いがないか確認をお願いします。

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
へ
の
連
絡
が
遅
れ
た
場
合
、
保
険
金
等

の
支
払
い
が
免
責
と
な
り
減
額
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
!!

損害評価を実施します。

損害通知書をご返信ください。
必要事項を記入し提出してください。

ご連絡いただいた方に損害通知書を郵送します。

被害が発生したらすぐにNOSAIへご連絡ください。
収穫前に被害状況を電話等でお知らせください。

被害申告提出のお知らせを郵送します。8月上旬～
はがきサイズのお知らせ通知です。

事故発生・営農計画変更は
NOSAI長野までご連絡を!

収入保険にご加入の皆さまへ

水
稲
共
済

NOSAIからのお知らせ

土  壌 １回の
かん水量

かん水の
間隔

粗 粒 質 20mm ４日
中 粒 質 30mm ７日
細 粒 質 35mm ９日
黒ボク土 35mm ９日

順位 年 気温偏差（℃）
１ 2024 ＋1.48
２ 2023 ＋1.29
３ 2025 ＋1.23

＊�農林水産省「農作業における熱中症等
対策研修資料」をもとに加工・編集

■日本の年平均気温差のうち
　統計開始以降の上位３か年

■熱中症による死亡事故者数

■かん水量・かん水間隔の基準

●汗を蒸発させ気化熱で体表面を
冷やすファン付きウエア、保冷
剤などで体をじかに冷やす水冷
式ウエア

●通気性のあるヘルメットや帽子、
首元を冷やすネッククーラー

●日陰をつくる
シェード付き
チェアでの休
息

水
稲

野
菜
・
花
き

畜
産

大
豆

果
樹

【連載企画】

災害に
備える

［取材・監修協力］長野県農政部農業技術課
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事
故
発
生
通
知

　
本
年
も
高
温
に
よ
る
自
然

災
害
な
ど
が
心
配
さ
れ
ま
す
。

　
自
然
災
害
の
ほ
か
、
価
格

低
下
、
ケ
ガ
や
病
気
な
ど
の

影
響
に
よ
り
、
品
目
ご
と
、

農
業
収
入
が
１
割
以
上
の
減

少
が
見
込
ま
れ
る
場
合
は
、

速
や
か
に
ご
連
絡
を
お
願
い

し
ま
す
。

営
農
計
画
変
更
通
知

　
作
付
け
す
る
農
産
物
の
種

類
や
栽
培
面
積
の
変
更
な
ど
、

営
農
計
画
を
変
更
を
す
る
場

合
は
、
作
付
け
後
１
か
月
以

内
に
ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま

す
。

　
営
農
計
画
変
更
に
よ
っ
て

生
じ
た
保
険
料
等
の
差
額
は

精
算
い
た
し
ま
す
。

営農計画変更の通知 事故発生の通知

自然災害や病虫害、価格低下
等による収入減少。

ケガや病気により営農ができ
なくなる収入減少。

NOSAI長野
公式LINE

作付け後1ヵ月以内 現地確認等で被害を確認できる期間内

作物の変更

作付面積
の変更

　
水
稲
共
済
に
加
入
い
た
だ
い
て
い
る
皆
さ
ま
に
お
知
ら
せ
で
す
。

　
昨
年
ま
で
は
す
べ
て
の
加
入
者
に
被
害
申
告
書
を
お
送
り
し
て
い

ま
し
た
が
、
令
和
８
年
産
よ
り
電
話
等
で
被
害
発
生
の
連
絡
を
い
た

だ
い
た
方
の
み
に
被
害
申
告
書
を
お
送
り
す
る
方
法
に
変
更
し
ま
す
。

水
稲
共
済
の
被
害
申
告
の
方
法
が

変
更
さ
れ
ま
す

加入明細を郵送します。6月下旬～
作付情報に間違いがないか確認をお願いします。

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
へ
の
連
絡
が
遅
れ
た
場
合
、
保
険
金
等

の
支
払
い
が
免
責
と
な
り
減
額
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
!!

損害評価を実施します。

損害通知書をご返信ください。
必要事項を記入し提出してください。

ご連絡いただいた方に損害通知書を郵送します。

被害が発生したらすぐにNOSAIへご連絡ください。
収穫前に被害状況を電話等でお知らせください。

被害申告提出のお知らせを郵送します。8月上旬～
はがきサイズのお知らせ通知です。

事故発生・営農計画変更は
NOSAI長野までご連絡を!

収入保険にご加入の皆さまへ

水
稲
共
済

NOSAIからのお知らせ
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建
物
共
済
、農
機
具
共
済
の
お
問
い
合
わ
せ
は

前
年
比
１
２
０
％

落
雷
事
故
に
備
え
ま
し
ょ
う
！

建
物・農
機
具
共
済

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
へ

　
令
和
８
年
４
月
よ
り
、
県
内
各
支
所
で
行
っ
て
い
た
建
物
共
済
、
農
機
具
共
済
、
保

管
中
農
産
物
補
償
共
済
の
引
受
に
関
す
る
内
部
事
務
を
専
門
部
署
で
集
約
し
て
処
理
す

る
た
め
の
「
建
物
・
農
機
具
共
済
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
」
が
本
所
内
（
長
野
市
）
に
設
置

さ
れ
ま
し
た
。

建物共済(火災・総合)、
農機具共済に関することは…

建物・農機具共済
サポートセンター
0120-384-121

（フリーダイヤル）

（受付時間／
 祝日を除く月曜日～金曜日９時～16時30分まで）

※

令
和
６
年
８
月
と
令
和
７
年
同
月
の
落
雷
事
故
件
数
比
較

へご連絡ください。

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

追加掛金は共済金額に関係なく、
１契約ごとに右表のとおりとなります。

建物共済・農機具共済

実損害 火災共済 総合共済
30万円
50万円

500円
700円

1,490円
2,500円

※なお、新規加入のご希望、事故発生の確認については、
引き続き県内11拠点（10支所、1出張所）の支所等で
もご相談が可能です。

例えば…

小損害実損塡補特約

50万円

30万円

なし 20.8万円

50万円

30万円 付帯した額を
補償します!

【支払共済金】

50万円× 1,000万円
3,000万円×80%

落雷により家電製品に50万円の損害が発生…3,000万円の住宅に1,000万円で加入の場合

【特 約】

特約の
加入要件

共済金額1,000万円以上
ご加入されている建物

（※）
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令
和
４
年
７
月
に
施
行
さ
れ

た
「
み
ど
り
の
食
料
シ
ス
テ
ム

法
」
に
基
づ
き
、
環
境
負
荷
低

減
に
取
り
組
む
農
業
者
を
認
定

す
る
「
み
ど
り
認
定
」
が
創
設

さ
れ
ま
し
た
。

　
本
制
度
で
は
、
土
づ
く
り
や

化
学
肥
料
・
化
学
合
成
農
薬
削

減
、
温
室
効
果
ガ
ス
削
減
や
生

物
多
様
性
保
全
な
ど
の
環
境
負

荷
低
減
に
資
す
る
活
動
に
つ
い

て
、
都
道
府
県
が
計
画
を
認
定

す
る
制
度
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
認
定
を
受
け
る
と
、
環
境
配

慮
型
の
設
備
導
入
時
の
税
制
優

遇
や
各
種
補
助
金
の
採
択
で
優

遇
措
置
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

　　
み
ど
り
認
定
を
受
け
る
に
あ

た
っ
て
、
対
象
と
な
る
取
り
組

み
は
下
記
の
と
お
り
で
す
。

⑴
土
づ
く
り
と
化
学
肥
料
・
化

学
合
成
農
薬
の
使
用
削
減
技

術
⑵
温
室
効
果
ガ
ス
削
減
技
術

⑶
土
壌
を
使
用
し
な
い
栽
培
に

お
け
る
化
学
肥
料
・
化
学
合

成
農
薬
の
施
用
を
減
少
さ
せ

る
効
果
が
高
い
技
術

⑷
家
畜
糞
尿
由
来
環
境
負
荷
原

因
物
質
減
少
技
術

⑸
餌
料
投
与
等
に
よ
る
環
境
負

荷
原
因
物
質
減
少
技
術

⑹
土
壌
へ
の
炭
素
貯
留
技
術

⑺
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
削
減
技
術

⑻
生
物
多
様
性
保
全
技
術

　
認
定
品
目
や
技
術
の
詳
細
に

つ
い
て
は
、
長
野
県
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
を
参
照
く
だ
さ
い
。

　

農
業
経
営
者
（
兼
業
農
家
、

生
産
者
団
体
含
む
）
で
あ
れ
ば

申
請
が
可
能
で
、
環
境
負
荷
低

減
に
向
け
て
現
状
と
こ
れ
か
ら

取
り
組
み
た
い
こ
と
、
設
備
投

資
の
予
定
な
ど
を
整
理
し
、
環

境
負
荷
低
減
に
資
す
る
活
動
計

画
書
（
様
式
は
県
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
掲
載
）
を
県
へ
提
出
す
る

こ
と
で
認
定
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　
み
ど
り
認
定
の
申
請
は
随
時

受
け
付
け
て
お
り
、
計
画
書
の

作
成
方
法
や
認
定
の
流
れ
、
申

請
時
の
必
要
書
類
等
詳
細
に
つ

い
て
は
、
各
地
域
の
農
業
農
村

支
援
セ
ン
タ
ー
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

　
最
後
に
、「
農
業
」に
従
事
す

る
者
と
し
て
、
持
続
可
能
な
農

業
生
産
を
行
っ
て
い
く
と
い
う

観
点
か
ら
も
、“
環
境
負
荷
低

減
”
を
自
分
事
と
し
て
認
識
し
、

県
内
の
す
べ
て
の
農
業
者
に
環

境
に
や
さ
し
い
農
業
に
取
り
組

ん
で
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
そ
の
た
め
の
第
一
歩
と
し

て
、
ぜ
ひ
み
ど
り
認
定
の
取
得

を
お
願
い
し
ま
す
。

　
ニ
セ
警
察
詐
欺
な
ど
の
電
話
で
お
金
詐
欺
の
電
話
は
、

海
外
か
ら
か
か
っ
て
き
ま
す
。
全
国
的
に
、「
＋
１
」や

「
＋
44
」な
ど
か
ら
始
ま
る
国
際
電
話
番
号
を
使
用
し
た

電
話
で
お
金
詐
欺
が
多
発
し
て
い
ま
す
。
被
害
に
遭
わ

な
い
た
め
に
、
犯
人
か
ら
の
電
話
を
直
接
受
け
な
い
た

め
の
対
策
を
し
ま
し
ょ
う
。

　
警
察
庁
推
奨
ア
プ
リ
を
導
入
す
れ
ば
、
国
際
電
話
番

号
や
詐
欺
等
の
犯
行
に
利
用
さ
れ
た
番
号
の
発
着
信
を

ブ
ロ
ッ
ク
し
た
り
、
発
着
信
時
に
警
告
画
面
を
表
示
さ

せ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
推
奨
ア
プ
リ
は
無
料
で
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

今
す
ぐ
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
ま
し
ょ
う
。

長
野
県
警

ラ
イ
ポ
く
ん

か
ら
の
お
知
ら
せ

詐
欺
の
電
話
は

警
察
庁
推
奨
ア
プ
リ
で

ブ
ロ
ッ
ク
!!

環境負荷低減に向けた第一歩
「みどり認定」を受けませんか?

長野県 農政部 農業技術課

「警察庁推奨アプリ」の
ダウンロードは
こちらから

長野県みどりの
食料システム戦
略推進計画（み
どり認定につい
て）

NAT No.13

農業技術
通信

み
ど
り
法
に
基
づ
く

農
業
者
認
定
制
度

（
通
称
：
み
ど
り
認
定
）

環
境
負
荷
低
減
に

資
す
る
技
術

み
ど
り
認
定
を

受
け
る
に
は
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人
事
異
動

　
趣
味
は
音
楽
鑑
賞
で
、
特
に
Ｍ
ｒ
ｓ
．  

Ｇ
Ｒ
Ｅ
Ｅ
Ｎ 

Ａ
Ｐ
Ｐ
Ｌ
Ｅ
の「
青
と
夏
」

や「
Ｓ
ｏ
ｒ
ａ
ｎ
ｊ
ｉ
」を
よ
く
聞
い
て

い
ま
す
。
気
持
ち
が
沈
ん
だ
際
に
音
楽

を
聞
く
こ
と
に
よ
っ
て
気
持
ち
を
切
り

替
え
て
い
ま
す
。

ソ
フ
ト
ク
リ
ー
ム
を
食
べ
る
こ
と
で
す
。

特
に
、
牧
場
系
ミ
ル
ク
ソ
フ
ト
、
酒
粕

ソ
フ
ト
お
よ
び
醤
油
ソ
フ
ト
が
推
し
で

す
。

　
私
の
趣
味
は
、
テ
レ
ビ
を
見
る
こ
と

で
す
。
特
に
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
番
組
が
好

き
で
、
１
日
中
見
て
休
日
が
終
わ
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。

　
目
的
地
を
決
め
ず
、
直
感
だ
け
で
曲

が
り
角
を
選
ぶ
「
迷
子
ス
タ
イ
ル
の
散

歩
」
が
趣
味
で
す
。
毎
回
新
し
い
発
見

し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

　
私
の
趣
味
は
キ
ャ
ン
プ
で
す
。
自
然

の
中
で
ゆ
っ
く
り
過
ご
す
時
間
が
好
き

で
、
県
内
外
の
さ
ま
ざ
ま
な
キ
ャ
ン
プ

場
を
巡
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
趣
味
は
さ
ま
ざ
ま
で
す
が
、
道
の
駅

ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
は
北
海
道
制
覇
を
し

た
の
で
長
野
含
む
中
部
全
駅
制
覇
を
目

指
し
た
い
で
す
。

　
趣
味
は
飼
っ
て
い
る
猫
と
遊
ぶ
こ
と

で
す
。
家
で
一
緒
に
過
ご
し
な
が
ら
、

の
ん
び
り
と
し
た
時
間
を
楽
し
ん
で
い

ま
す
。

　
私
の
趣
味
は
、
ス
キ
ー
で
す
。
地
元

は
愛
知
で
、
ス
キ
ー
が
で
き
る
機
会
も

少
な
か
っ
た
の
で
、
長
野
で
は
自
前
の

道
具
を
買
っ
て
た
く
さ
ん
遊
び
に
行
き

た
い
で
す
！

上
小
支
所

富
と み お か

岡 広
ひ ろ き

紀（上田市）

佐
久
支
所

進
し ん ど う

藤 篤
あつし

（山梨県）

北
信
支
所

小
こ ま つ

松 佑
ゆ う ま

真（伊那市）

東
信
地
域
家
畜
診
療
所

立
た ち や ま

山 真
ま な と

士（愛知県）

下
伊
那
支
所

宮
み や じ ま

島 千
ち ひ ろ

浩（中野市）

東
信
地
域
家
畜
診
療
所

長
お さ だ

田 澪
み お

（群馬県）

上
伊
那
支
所

横
よ こ た

田 航
こ う き

己（須坂市）

北
信
支
所

鶴
つ る み

見 一
い っ せ い

星（箕輪町）

令
和
８
年
４
月
１
日
付

※
管
理
職
以
上

■	

本
所

	

植
田 

雅
夫（
参
事
）

	

佐
藤 

正
人（
総
務
部
長
兼
企
画

情
報
課
長
）

	

堀 

寿
彦（
事
業
部
長
）

	

逸
見 

忠
志（
事
業
課
長
）

	

佐
藤 

友
吾（
家
畜
課
長
兼
東
信･

中
信･

北
信
地
域
家
畜
診
療
所
長
）

	

髙
谷 

正
紀（
建
物･

農
機
具
共
済

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
長
）

	

後
藤 

求（
監
査
室
長
）

	

岡
田 

進（
企
画
情
報
課
専
門
幹
）

	

大
倉 

康
生（
事
業
課
専
門
幹
）

■	

佐
久
支
所

	

新
津 

政
雄（
支
所
長
）

■	

上
小
支
所

	

浅
沼 

明（
支
所
長
）

	

宮
澤 

弘
治（
次
長
）

■	

諏
訪
支
所

	

小
松 

誠（
支
所
長
）

■	

下
伊
那
支
所

	

宮
内 

喜
久
夫（
支
所
長
）

	

代
田 

健
治（
次
長
）

	

西
澤 

英
幸（
次
長
）

■	

木
曽
支
所

	

酒
井 

靖
典（
支
所
長
）

長
野
県
農
業
共
済
組
合

■	

松
塩
筑
支
所

	

上
條 

克
之（
支
所
長
）

	

伊
藤 

正
幸（
次
長
）

	

万
城
目 

ゆ
か
り（
次
長
）

■	

安
曇
野
支
所

	
栁
澤 

健
一（
支
所
長
）

	
佐
野 

明
弘（
次
長
）

■	
北
ア
ル
プ
ス
支
所

	

久
保
田 
純
正（
支
所
長
）

	

中
山 

満
義（
次
長
）

■	

北
信
支
所

	

桑
原 

之
博（
支
所
長
兼

	

更
埴
出
張
所
長
）

退
職
者

令
和
8
年
3
月
31
日
付

（  

）内
は
前
職　
※
は
再
雇
用

■	

本
所

	

田
中 

一
夫（
総
務
部
長
兼

	

企
画
情
報
課
長
）※

■	

佐
久
支
所

	

飯
島 

健（
主
査
）

■	

上
伊
那
支
所

	

菅
沼 

亨（
次
長
）※

	

志
水 

日
向
子（
主
事
）

■	

下
伊
那
支
所

	

金
田 

順
子（
支
所
長
）

	

桜
井 

志
保（
係
長
）

新任職員の紹介
（　）は出身地

この春８名の新たな仲間が
増えました。
よろしくお願い
いたします。

Q あなたの趣味を教えてください。
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飯
田
市
の
船
田
日
登
美
さ
ん
（
37

歳
）
は
２
０
１
９
年
に
名
古
屋
か
ら

Ｕ
タ
ー
ン
し
、
実
家
の「
長
沼
農
園
」

で
就
農
し
ま
し
た
。
同
農
園
で
は
家

族
５
人
と
ア
ル
バ
イ
ト
４
名
で
リ
ン

ゴ
１
０
０
㌃
、
ナ
シ
、
モ
モ
、
カ
キ

を
そ
れ
ぞ
れ
70
㌃
栽
培
し
て
お
り
、

日
登
美
さ
ん
は
主
に
モ
モ
の
栽
培
を

担
当
し
て
い
ま
す
。

　
専
門
学
校
で
演
劇
を
学
ん
だ
日
登

美
さ
ん
は
、
卒
業
後
に
ア
ル
バ
イ
ト

を
し
な
が
ら
、
東
京
や
名
古
屋
で
舞

台
俳
優
と
し
て
活
動
し
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
帰
省
し
た
際
に
両
親
や
兄

が
農
業
に
励
む
姿
を
見
て
「
私
も
農

業
が
し
た
い
」
と
決
意
し
ま
し
た
。

　
就
農
当
時
は
家
族
に
栽
培
技
術
を

教
わ
り
な
が
ら
、
地
域
の
研
修
に
も

積
極
的
に
参
加
し
て
き
ま
し
た
。
そ

れ
で
も「
剪
定
は
今
で
も
難
し
い
」と

話
し
ま
す
。
年
に
１
度
の
作
業
で
あ

り
、
樹
木
ご
と
に
状
態
が
異
な
り
ま

す
。
母
か
ら
の「
樹
を
よ
く
見
て
」と

の
ア
ド
バ
イ
ス
を
心
掛
け
、「
悩
み
な

が
ら
勉
強
」
と
前
を
向
き
ま
す
。

　

一
度
地
域
を
離
れ
た
か
ら
こ
そ
、

の
ど
か
さ
や
気
軽
さ
な
ど
生
ま
れ
育

っ
た
土
地
の
良
さ
も
再
認
識
し
ま
し

た
。
収
穫
期
の
忙
し
さ
や
炎
天
下
で

の
作
業
な
ど
厳
し
い
面
も
多
い
で
す

が
、
帰
っ
て
き
て
よ
か
っ
た
と
感
じ

て
い
ま
す
。
多
忙
な
農
作
業
の
合
間

を
縫
っ
て
消
防
団
の
活
動
に
も
参
加

す
る
な
ど
、
地
域
に
根
差
し
た
日
々

を
送
っ
て
い
ま
す
。

　
気
象
条
件
に
左
右
さ
れ
や
す
い
モ

モ
の
栽
培
に
は
、
柔
軟
な
管
理
が
欠

か
せ
ま
せ
ん
。
今
年
は
例
年
よ
り
早

い
開
花
に
合
わ
せ
、
作
業
を
１
週
間

前
倒
し
し
た
そ
う
で
す
。「
前
年
よ
り

良
い
も
の
が
で
き
た
と
感
じ
ら
れ
る

瞬
間
が
や
り
が
い
に
つ
な
が
る
」
と

語
る
日
登
美
さ
ん
。
消
費
者
か
ら
の

「
お
い
し
い
」と
い
う
言
葉
が
何
よ
り

の
励
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。「
こ
れ
か

ら
も
学
び
な
が
ら
、
お
客
さ
ん
と
交

流
し
て
続
け
て
い
き
た
い
」
と
、
笑

顔
で
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

摘果作業は私に任されています飯田市座光寺の段丘を活かした農園 毎日、毎年が勉強です

初夏のモモ栽培は摘果作業に大忙し

長沼農園

船
ふ な だ

田 日
ひ と み

登美さん

飯田市

笑顔が
未来もつくる

お
客
さ
ま
と
の
交
流
、

日
々
の
学
び
が「
お
い
し
い
」の

ひ
と
言
に
つ
な
が
る
よ
う
に
！
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桃
は
輸
送
の
際
傷
ま
な
い
よ

う
に
少
し
固
め
に
収
穫
さ
れ
ま

す
。
食
べ
ご
ろ
の
見
極
め
サ
イ

ン
は
「
香
り
が
強
く
な
っ
て
き

た
ら
」。
常
温
で
保
存
す
る
と
、

香
り
が
日
に
日
に
増
し
て
き
ま

す
。
甘
い
香
り
を
強
く
感
じ
る

よ
う
に
な
っ
た
ら
食
べ
ご
ろ
で

す
！
ま
た
、
冷
や
し
す
ぎ
る
と

甘
み
が
落
ち
る
た
め
、
食
べ
る

直
前
に
冷
や
し
て
お
く
の
が
オ

ス
ス
メ
で
す
。

　
昔
か
ら
モ
モ
の
葉
に
は
薬
効

が
あ
る
と
い
わ
れ
て
お
り
、
乾

燥
し
た
葉
を
布
袋
等
に
入
れ
お

風
呂
に
浮
か
べ
る
と
、
あ
せ
も

や
か
ぶ
れ
な
ど
の
皮
膚
疾
患
が

緩
和
で
き
る
と
し
て
利
用
さ
れ

て
き
た
そ
う
で
す
。

　
血
圧
を
下
げ
る
効
果
の
あ
る

カ
リ
ウ
ム
を
多
く
含
ん
で
お
り
、

ま
た
食
物
繊
維
の
ペ
ク
チ
ン
も

豊
富
な
の
で
腸
の
調
子
を
整
え

る
の
に
役
立
ち
ま
す
。
ポ
リ
フ

ェ
ノ
ー
ル
の
一
種
の
カ
テ
キ
ン

も
含
ま
れ
て
い
て
、
抗
酸
化
作

用
に
よ
り
ガ
ン
予
防
や
老
化
防

止
も
期
待
で
き
ま
す
。
い
ろ
い

ろ
な
方
法
で
旬
の
桃
を
た
っ
ぷ

り
楽
し
み
ま
し
ょ
う
！

野菜ソムリエ 
プロ・フードスタイリング &
フォトグラファー  

綿貫 みどり

愛知県出身。2008年から信州に移り住み、
信州野菜の美味しさに感動したことがきっか
けで、食に関する資格をいくつか取得。料理
や写真を通して、「畑から食卓までを笑顔で
つなぐ」をモットーに日々活動しております。

シ
ャ
カ
シ
ャ
カ
モ
ミ
モ
ミ
★

桃
と
カ
ル
ピ
ス
の
シ
ャ
ー
ベ
ッ
ト

①	桃は種を取り除き皮をむいて２cm角程度のさいの目切りにする。
②	チャック付き保存袋に①とレモン汁を入れ振って混ぜ合わせたら揉ん

で果肉を潰す（果肉感が残るよう潰しすぎない）。
③	カルピス・牛乳を入れシャカシャカ振って混ぜ合わせたら空気を抜い

て密封し、冷凍庫で２時間以上冷やす。
④	器に盛り付けお好みでミント等を添えてできあがり。

★作り方★ 　
ジ
ュ
ー
シ
ー
な
桃
の
果
肉
感
と
カ
ル
ピ
ス
の
爽
や
か

な
甘
酸
っ
ぱ
さ
が
暑
い
夏
に
ぴ
っ
た
り
！
ひ
ん
や
り
お

い
し
い
シ
ャ
ー
ベ
ッ
ト
で
す
。

　
保
存
袋
１
つ
で
簡
単
に
で
き
る
の
で
、
お
子
さ
ま
と

一
緒
に
作
っ
た
り
、
ち
ょ
っ
と
し
た
お
や
つ
に
常
備
し

て
お
く
の
も
オ
ス
ス
メ
で
す
！

★材料★（4人分）

桃......................... 1〜2個（約250g）
牛乳............................................300ml
カルピス（原液）.....................150ml
レモン汁.................................小さじ1

「桃」「桃」ののあんなこと・こんなことあんなこと・こんなこと

桃
の
栄
養

葉
っ
ぱ
も
す
ご
い
！

桃
の
魅
力

桃
の
お
い
し
い

食
べ
ご
ろ
は
？

今回の
食材は

「桃」
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個人情報の取扱い・注意事項について
●ご記入いただいた個人情報は、長野県農業共済組合（NOSAI長野）
が適切に管理いたします。賞品の発送、読者の声の掲載のためにご記
入いただくもので、それ以外の目的で個人情報を利用したり、第三者
への提供・開示をしたりすることは一切ありません。●ご応募に際し
ては、個人情報の取り扱いに同意した上でご応募ください。●賞品ま
たは抽選や当選に関するご質問は受け付けておりません。

クイズは２問あります。
文字を組み合わせて言葉を完成させてください。

長野市大字中御所
字岡田79-5
　NOSAI長野
　　  クイズ係行

切 手 を
お 貼 り
ください

〒380-0935
（おもて面）

答え	 Q1 □□
	 Q2 □□□
郵便番号・住所・氏名・
年齢・電話番号
をご記入ください。
※秋のおすすめ観光地

を教えてください。

（うら面）

※広報紙への感想・意見などもあわせて書いて
いただけると幸いです。

■応募方法　記入例（ハガキでご応募ください）

Q1 春 眠 Q2 花 吹 雪■	前号の答え

答え  Q1 □□   Q2 □□□
◆締め切りは、令和8年10月21日（水）必着
●クイズ２問に正解した方の中から抽選で40名様にQUOカード
（500円分）を進呈します。

●当選者の発表は、賞品の発送をもってかえさせていただきます。

龍神伝承
の碑

神代杉

仁王門

大沼の池

大本堂

みよた

さくだいら
佐久IC

至
上
田

至小淵沢

至
軽
井
沢

小諸IC 浅間サンライン
上信越自動車道
JR小海線

しなの鉄道

北陸
新幹
線

真楽寺

こもろ
18

141

　
「
浅
間
山 

真
楽
寺
」
は
浅
間
山
の
ふ
も
と
、
北
佐
久

郡
御
代
田
町
塩
野
地
区
に
位
置
す
る
寺
院
で
す
。
浅
間

山
の
噴
火
を
鎮
め
る
た
め
に
用
明
２
年（
５
８
７
年
）に

開
山
さ
れ
ま
し
た
。

　
表
参
道
を
進
み
仁
王
門
を
く
ぐ
っ
た
右
手
に
は
、
池

の
底
が
き
れ
い
に
見
え
る
ほ
ど
透
明
な「
大
沼
の
池
」が

あ
り
ま
す
。
こ
の
池
か
ら
龍
が
出
で
て
諏
訪
湖
に
向
か

い
諏
訪
大
明
神
に
な
っ
た
と
い
う
伝
承
が
あ
り
、
毎
年

７
月
の
最
終
土
曜
日
に
御
代
田
町
に
て
行
わ
れ
る
龍
神

ま
つ
り
の
由
縁
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
厄
除
階
段
を
上
っ
た
先
で
は
厄
除
観
音
堂
、
大
本
堂
、

樹
齢
１
０
０
０
年
あ
ま
り
と
い
わ
れ
る
神
代
杉
、
長
野

県
宝
に
指
定
さ
れ
て
い
る
三
重
塔
や
源
頼
朝
公
由
来
の

逆
さ
梅
跡
、
松
尾
芭
蕉
が
参
拝
し
た
と
伝
わ
る
こ
と
か

ら
建
立
さ
れ
た
句
碑
な
ど
を
巡
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
四
季
折
々
の
風
情
を
味
わ
い
な
が
ら
様
々
な
時
代
か

ら
現
代
ま
で
受
け
継
が
れ
る
歴
史
・
文
化
を
体
感
し
て

み
て
く
だ
さ
い
。

浅
間
山 

真
楽
寺 （
御
代
田
町
）

■お問い合わせ先
浅間山 真楽寺
〒389-0201
長野県北佐久郡御代田町塩野142
TEL.0267-32-2056
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第3回目募集期間
2026年10月22日～11月25日
2026年2月1日～10月1日の間に
正社員採用した50歳未満の正社員がいる
農業経営体が申請対象になります。

編

後
集

記

このパンフレットは、見やすいユニバーサル
デザインフォントを採用しています。

発行日／2026年7月17日
■編集・発行
長野県農業共済組合（NOSAI長野）
〒380-0935 長野市大字中御所字岡田79-5
TEL.026-217-5800  FAX.026-217-5816
https://www.nosai-nagano.or.jp/

NOSAI長野
公式webサイト

●	

毎
日
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
は
朝
、

日
の
出
と
と
も
に
し
て
い
ま

す
。
昔
の
家
な
の
で
、
夏
で

も
涼
し
く
扇
風
機
も
使
わ
ず

過
ご
せ
て
い
ま
す
。

		


佐
久
市 

Ｋ
・
Ｙ
さ
ん

●	

ア
イ
ス
を
食
べ
、
冷
え
た
ビ

ー
ル
を
飲
む
。

		


小
諸
市 

Ｈ
・
Ｓ
さ
ん

●	

昨
年
か
ら
日
傘
を
使
用
し
て

い
ま
す
。
雨
日
両
用
も
あ
り

１
本
常
備
し
て
お
く
と
便
利

で
す
。
色
や
デ
ザ
イ
ン
で
お

し
ゃ
れ
気
分
も
楽
し
め
ま
す
。

		


上
田
市 

Ｓ
・
Ｍ
さ
ん

●	

外
か
ら
帰
っ
た
ら
作
り
置
き

し
て
あ
る「
し
そ
ジ
ュ
ー
ス
」

を
炭
酸
で
割
り
、
氷
を
入
れ

て
飲
む
と
汗
が
引
き
ま
す
。

		


東
御
市 

Ｓ
・
Ｋ
さ
ん

●	

あ
ま
り
冷
た
い
物
を
飲
ま
な

い
こ
と
と
夏
で
も
温
か
い
お

茶
を
飲
ん
で
ま
す
。

		


長
和
町 

Ｍ
・
Ｙ
さ
ん

●	

畑
仕
事
の
あ
と
、
お
風
呂
場

で
大
き
め
の
た
ら
い
に
水
を

張
り
、
足
を
浸
し
ま
す
。
と

っ
て
も
気
持
ち
い
い
で
す
。

		


茅
野
市 

Ｔ
・
Ｉ
さ
ん

●	

冬
の
間
に
リ
ン
ゴ
と
米
酢
で

リ
ン
ゴ
酢
を
作
り
ま
す
。
春

か
ら
畑
に
行
く
前
に
、
ハ
チ

ミ
ツ
を
入
れ
て
飲
ん
で
い
ま

す
。
体
が
す
っ
き
り
し
て
元

気
が
出
る
感
じ
で
す
。

		


伊
那
市 
Ｓ
・
Ｋ
さ
ん

●	

毎
日
お
風
呂
に
入
り
、
心
身

共
に
１
日
を
リ
セ
ッ
ト
す
る
。

		


駒
ヶ
根
市 

Ｅ
・
Ｕ
さ
ん

●	

暑
い
日
の
農
作
業
時
に
は
、

冷
風
ベ
ス
ト
を
着
用
し
て
作

業
し
て
い
ま
す
。

		


南
箕
輪
村 

Ｈ
・
Ｓ
さ
ん

●	

制
汗
ウ
ェ
ッ
ト
ボ
デ
ィ・
ペ
ー

パ
ー
を
多
用
し
て
い
ま
す
。

		


喬
木
村 

Ｋ
・
Ｋ
さ
ん

●	

図
書
館
、
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ

ー
ル
へ
行
く
。

		


高
森
町 

Ｈ
・
Ｏ
さ
ん

●	

長
い
距
離
を
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

し
て
と
に
か
く
汗
を
か
く
こ

と
。	

木
曽
町 

Ａ
・
Ｓ
さ
ん

●	

甘
酒
を
つ
く
り
よ
く
飲
み
ま

す
。
夏
は
冷
や
し
て
飲
む
点

滴
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

		


木
祖
村 

Ｍ
・
Ｙ
さ
ん

●	

青
汁
を
飲
ん
だ
り
ニ
ン
ニ
ク

料
理
を
食
べ
た
り
、
体
の
中

か
ら
暑
さ
に
ま
け
な
い
よ
う

に
と
思
っ
て
ま
す
。

		


松
本
市 

Ｋ
・
Ｔ
さ
ん

●	

冷
や
し
た
ス
イ
カ
を
食
べ
る
。

		


塩
尻
市 

Ｙ
・
Ｏ
さ
ん

●	

保
冷
剤
と
ア
イ
ス
ベ
ス
ト
、

ア
イ
ス
リ
ン
グ
。
草
刈
時
は

１
時
間
ご
と
に
ク
ー
ラ
ー
の

き
い
た
軽
ト
ラ
の
中
で
休
憩

す
る
。	

安
曇
野
市 

Ｙ
・
Ｍ
さ
ん

●	

朝
顔
で
グ
リ
ー
ン
カ
ー
テ
ン

を
つ
く
り
対
処
し
て
い
ま
す
。

		


松
川
村 

Ｈ
・
Ｕ
さ
ん

●	

早
め
の
休
憩
。

		


池
田
町 

Ｋ
・
Ｎ
さ
ん

●	

暑
い
日
で
も
、
ほ
ど
ほ
ど
に

太
陽
の
日
を
浴
び
た
り
、
日

陰
で
体
を
休
ま
せ
た
り
す
る

こ
と
。
そ
れ
と
バ
ナ
ナ
を
１

日
１
本
欠
か
さ
ず
毎
日
食
べ

る
こ
と
。

		


中
野
市 

Ｋ
・
Ｆ
さ
ん

●	

早
朝
、
夕
方
、
夏
野
菜
を
採

り
に
行
き
ま
す
。
で
も
、
ク

マ
騒
動
で
今
年
は
心
配
で
す
。

水
分
も
忘
れ
て
い
ま
せ
ん
。

		


飯
山
市 

Ｍ
・
Ｆ
さ
ん

●	

自
宅
北
側
の
庭
に
午
後
散
水

を
す
る
。

		


千
曲
市 

Ｔ
・
Ｗ
さ
ん

●	

軽
井
沢
の
、
我
が
家
の
別
荘

に
滞
在
い
た
し
ま
す
。
…
こ

れ
は
夢
の
ま
た
夢
…
ひ
た
す

ら
、「
う
ち
わ
」で
あ
お
ぐ
…
。

		


飯
綱
町 

Ｋ
・
Ｋ
さ
ん

あ
な
た
の

暑
さ
対
策
を

教
え
て
く
だ
さ
い
。

　桃作りに励む船田さんの真っ直ぐな
笑顔が印象的で、笑顔の大切さを再認
識しました。	 （S）

読者の
みなさん
から


